
１　

高
野
山
町
石
に
刻
ま
れ
た
種
子
に
つ
い
て

和
歌
山
県
伊
都
郡
九
度
山
町
の
慈
尊
院
か
ら
高
野
山
壇
上
伽
藍
を
経
て
奥
之
院
弘
法
大
師
御
廟
へ
と
続
く
約
二
十
二
㎞
の
高
野
参
詣
道
に
、
鎌
倉
時

代
造
立
の
五
輪
卒
都
婆
形
町
石
（
以
下
「
町
石
」
と
い
う
。
）
が
（
四
基
の
五
輪
卒
都
婆
形
里
石
を
含
め
て
）
計
二
百
二
十
基
（
再
建
さ
れ
た
も
の
を
含
む
。
）
、

今
も
そ
の
道
筋
に
立
ち
並
ん
で
い
る
。
高
野
山
町
石
と
も
称
さ
れ
る
こ
の
道
沿
い
に
立
つ
町
石
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
壇
上
伽
藍
ま
で
の
距
離
（
町
数
）
、
施
主
、

願
文
の
ほ
か
諸
仏
諸
尊
（
如
来
、
菩
薩
、
明
王
、
天
な
ど
。
）
名
を
あ
ら
わ
す
梵
字
（
種
子
、
種
字
と
も
記
さ
れ
る
が
、
以
下
で
は
「
種
子
」
と
記
載
す
る
。
）

な
ど
が
刻
ま
れ
、
こ
の
道
も
ま
た
高
野
山
町
石
道
と
称
さ
れ
て
き
た
（
国
の
史
跡
で
は
近
年
、
指
定
名
称
が
「
高
野
山
町
石
道
」
か
ら
「
高
野
参
詣
道
」

に
変
更
さ
れ
、
高
野
山
町
石
道
は
「
高
野
参
詣
道
」
の
構
成
資
産
と
し
て
「
町
石
道
」
に
名
称
変
更
さ
れ
て
い
る
。
）
。
こ
れ
ま
で
に
高
野
山
町
石
（
道
）

の
研
究
に
基
づ
い
た
文
献
・
書
籍
等
が
い
く
つ
か
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
種
子
に
つ
い
て
は
、
高
野
山
上
で
造
立
当
初
（
鎌
倉
時
代
）
の
町
石
が
奥
之

院
に
あ
る
も
の
を
除
き
ほ
と
ん
ど
残
存
し
て
お
ら
ず
、
再
建
さ
れ
た
町
石
に
誤
っ
た
種
子
が
刻
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
あ
り
、
町
石
ご
と
に
刻

ま
れ
た
各
種
子
か
ら
判
断
さ
れ
て
い
る
諸
仏
諸
尊
名
に
再
検
討
を
要
す
る
も
の
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

種
子
は
、
主
に
諸
仏
諸
尊
名
を
梵
字
で
あ
ら
わ
し
た
も
の
の
頭
文
字
や
諸
仏
諸
尊
の
真
言
に
あ
る
梵
字
一
文
字
に
由
来
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
ひ
と

つ
の
梵
字
で
複
数
の
諸
仏
諸
尊
を
あ
ら
わ
す
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
町
石
ご
と
に
刻
ま
れ
た
各
種
子
か
ら
諸
仏
諸
尊
名
を
比
定
す
る
に

は
、
曼
荼
羅
上
の
諸
仏
諸
尊
の
配
列
な
ど
に
あ
る
規
則
性
、
序
列
な
ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
以
下
、
高
野
山
町
石
に
刻
ま
れ
た
種

子
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
　

高
野
山
町
石
の
種
子
に
つ
い
て

入
谷　

和
也　
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２　

奥
之
院
側
町
石
道
の
町
石
と
種
子

高
野
山
壇
上
伽
藍
か
ら
奥
之
院
ま
で
に
三
十
六
基
の
町
石
が
立
っ
て
い
る
。
壇
上
伽
藍
に
建
つ
根
本
大
塔
東
側
の
階
段
を
降
り
た
と
こ
ろ
に
奥
之
院

側
の
一
町
石
が
あ
り
、
奥
之
院
弘
法
大
師
御
廟
柵
内
に
あ
る
三
十
六
町
石
ま
で
が
金
剛
界
曼
荼
羅
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
な
お
、
金
剛
界
曼

荼
羅
は
、
九
会
曼
荼
羅
と
も
呼
ば
れ
る
九
つ
の
部
分
で
構
成
さ
れ
、
中
央
に
位
置
す
る
成
身
会
な
ど
（
他
の
八
つ
の
部
分
は
成
身
会
の
変
現
と
さ
れ
る
。
）

は
、
主
に
大
日
如
来
を
は
じ
め
と
し
た
三
十
七
尊
を
基
本
に
構
成
さ
れ
る
こ
と
か
ら
「
金
剛
界
三
十
七
尊
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
と
さ
れ
て
い
る
。

金
剛
界
三
十
七
尊
は
大
日
如
来
を
は
じ
め
と
し
た
五
仏
、
四
波
羅
蜜
菩
薩
、
十
六
大
菩
薩
、
内
四
供
養
菩
薩
、
外
四
供
養
菩
薩
、
四
摂
菩
薩
で
構
成

さ
れ
（
図
表
１
参
照
）
、
奥
之
院
側
の
各
町
石
に
刻
ま
れ
た
種
子
に
つ
い
て
、
本
論
文
末
の
参
考
文
献
等
の
中
で
紹
介
し
て
い
る
種
子
曼
荼
羅
な
ど
（
以

下
「
種
子
曼
荼
羅
等
」
と
い
う
。
）
を
参
考
に
し
て
、
諸
仏
諸
尊
名
の
比
定
を
私
に
行
っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
を
こ
れ
か
ら
列
挙
す
る
が
、
仮
に
再
建

さ
れ
た
町
石
に
誤
っ
た
種
子
が
刻
ま
れ
て
再
検
討
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
種
子
に
続
け
て
種
子
曼
荼
羅
等
か
ら
推
測
し
た
種
子
の
一
例

を
（　

）
内
に
記
載
し
て
い
る
。
（
各
町
石
に
続
き
、
刻
ま
れ
て
い
る
種
子
、
再
検
討
し
た
種
子
が
あ
れ
ば
そ
の
一
例
、
各
種
子
か
ら
当
て
は
め
た
諸

仏
諸
尊
名
の
順
と
な
り
、
若
干
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。
）
な
お
、
五
輪
卒
都
婆
（
地
輪
、
水
輪
、
火
輪
、
風
輪
、
空
輪
）
の
地
輪
部
（
町
数
・
種
子

な
ど
が
刻
ま
れ
た
部
分
。
）
が
江
戸
時
代
以
前
に
再
建
さ
れ
た
も
の
に
は
〇
、
大
正
・
昭
和
に
再
建
さ
れ
た
も
の
に
は
●
を
付
し
て
い
る
。

【
一
町
石
か
ら
四
町
石
】

①
五
仏
（
大
日
如
来
以
外
の
四
如
来
）

●
一
町
石

轄
阿
閦
如
来　

〇
二
町
石

栢
（

葛
）
宝
生
如
来　

〇
三
町
石

活
無
量
寿
如
来　

●
四
町
石

完
不
空
成
就
如
来

・　

金
剛
界
曼
荼
羅
の
成
身
会
な
ど
で
中
央
の
大
日
如
来
・
四
波
羅
蜜
菩
薩
の
周
囲
で
十
六
大
菩
薩
の
各
四
菩
薩
の
中
心
に
描
か
れ
る
四
如
来
は
、
東
・

南
・
西
・
北
（
曼
荼
羅
図
上
の
下
方
か
ら
時
計
回
り
。
）
の
順
に
続
く
。
四
基
の
町
石
す
べ
て
が
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
大
日
如
来

の
種
子
を
刻
ん
だ
町
石
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
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二
町
石
の

栢
に
つ
い
て
は
、
教
義
上
種
子
及
び
種
子
曼
荼
羅
等
か
ら

葛
な
ど
に
再
検
討
を
要
す
る
と
考
え
る
。
な
お
、
、
愛
甲
昇
寛
『
高
野
山
町

石
の
研
究
』
（
密
教
文
化
研
究
所 

一
九
七
三
年
）
一
三
三
頁
に
、
大
正
三
年
に
大
乗
院
松
橋
慈
照
師
か
ら
金
剛
峯
寺
あ
て
に
出
さ
れ
た
高
野
山
町
石

梵
字
の
訂
正
願
い
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
そ
の
中
で
「

葛
な
る
べ
き
と
こ
ろ
を

轄
・
・
・
と
な
っ
て
い
る
。
右
訂
正
願
い
た
い
。
」
と
あ
る
の

は
、
こ
の
二
町
石
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
四
町
石
は
鎌
倉
期
の
造
立
当
初
に
予
定
し
て
い
た
も
の
が
変
更
さ
れ
た
の
か
、
再
利
用
さ
れ

て
慈
尊
院
側
の
百
六
十
一
町
石
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。
そ
の
側
面
に
「
文
永
三
年
十
月
四
日
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
紀
年
銘
の
あ
る
慈
尊
院
側
の
町

石
で
は
最
古
の
も
の
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
奥
之
院
側
の
四
町
石
は
文
永
三
年
十
月
以
降
に
造
立
さ
れ
た
も
の
と
な
る
が
、
現
存
し
て
い
る
の

は
大
正
二
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
。

【
五
町
石
か
ら
八
町
石
】

➁
四
波
羅
蜜
菩
薩

〇
五
町
石

轄
金
剛
波
羅
蜜
菩
薩　

●
六
町
石

葛
宝
波
羅
蜜
菩
薩　

〇
七
町
石

活
法
波
羅
蜜
菩
薩　

●
八
町
石

完
羯
磨
波
羅
蜜
菩
薩

・　

金
剛
界
曼
荼
羅
の
成
身
会
な
ど
で
、
中
央
の
大
日
如
来
の
周
囲
に
描
か
れ
る
四
波
羅
蜜
菩
薩
が
東
・
南
・
西
・
北
（
曼
荼
羅
図
上
の
下
方
か
ら
時

計
回
り
。
）
に
順
に
続
く
。
五
町
石
か
ら
八
町
石
ま
で
の
四
基
の
町
石
す
べ
て
が
再
建
さ
れ
た
も
の
。

【
九
町
石
か
ら
廿
四
町
石
】

③
十
六
大
菩
薩

●
九
町
石

汗
金
剛
薩
埵
菩
薩	

●
十
町
石

玖
金
剛
王
菩
薩	

●
十
一
町
石
逃
金
剛
愛
菩
薩	

〇
十
二
町
石

術
金
剛
喜
菩
薩

●
十
三
町
石

喝
金
剛
宝
菩
薩	

〇
十
四
町
石

姦
金
剛
光
菩
薩	

〇
十
五
町
石

扉
（

譜
）
金
剛
幢
菩
薩	

〇
十
六
町
石

述
金
剛
笑
菩
薩

十
七
町
石

活
金
剛
法
菩
薩	

　

十
八
町
石

墾
金
剛
利
菩
薩	

〇
十
九
町
石

糸
金
剛
因
菩
薩	

　

二
十
町
石

紫
金
剛
語
菩
薩

廿
一
町
石

禁
金
剛
業
菩
薩	

　

廿
二
町
石

夙
金
剛
護
菩
薩	

　

廿
三
町
石

竃
金
剛
牙
菩
薩	

　

廿
四
町
石

脂
金
剛
拳
菩
薩
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・　

金
剛
界
曼
荼
羅
の
成
身
会
な
ど
で
、
大
日
如
来
・
四
波
羅
蜜
菩
薩
の
周
囲
に
描
か
れ
る
各
四
如
来
を
中
心
と
し
て
、
十
六
大
菩
薩
が
四
菩
薩
ご
と

に
東
・
南
・
西
・
北
（
曼
荼
羅
図
上
の
大
日
如
来
・
四
波
羅
蜜
菩
薩
を
中
心
に
下
方
か
ら
時
計
回
り
。
）
の
順
に
続
く
。
九
町
石
か
ら
十
六
町
石
及

び
十
九
町
石
の
九
基
の
町
石
が
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
十
五
町
石
の

扉
に
つ
い
て
は
、
教
義
上
種
子
及
び
種
子
曼
荼
羅
等
か
ら

譜
な
ど
に
再

検
討
を
要
す
る
と
考
え
る
。
十
七
町
石
、
十
八
町
石
及
び
二
十
町
石
か
ら
廿
四
町
石
ま
で
の
七
基
の
町
石
は
鎌
倉
期
の
造
立
当
初
の
も
の
。
な
お
、

二
十
町
石
、
廿
一
町
石
、
廿
二
町
石
及
び
廿
四
町
石
は
鎌
倉
期
の
造
立
当
初
に
予
定
し
て
い
た
も
の
が
変
更
さ
れ
た
の
か
、
再
利
用
さ
れ
て
慈
尊
院

側
の
百
六
十
六
町
石
、
四
十
一
町
石
、
百
七
十
一
町
石
及
び
四
十
二
町
石
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。

【
廿
五
町
石
か
ら
廿
八
町
石
】

④
内
四
供
養
菩
薩

廿
五
町
石
逃
金
剛
嬉
菩
薩　
　

廿
六
町
石
縄
金
剛
鬘
菩
薩　
　

廿
七
町
石
督
金
剛
歌
菩
薩　
　

廿
八
町
石
楠
金
剛
舞
菩
薩

・　

金
剛
界
曼
荼
羅
の
成
身
会
な
ど
で
は
、
大
日
如
来
・
四
波
羅
蜜
菩
薩
の
周
囲
で
内
四
供
養
菩
薩
が
東
南
・
西
南
・
西
北
・
東
北
（
曼
荼
羅
図
上

の
左
下
方
か
ら
時
計
回
り
。
）
の
順
に
続
く
。
廿
五
町
石
か
ら
廿
八
町
石
ま
で
の
四
基
す
べ
て
の
町
石
が
鎌
倉
期
の
造
立
当
初
の
も
の
。
な
お
、
廿

五
町
石
及
び
廿
六
町
石
は
鎌
倉
期
の
造
立
当
初
に
予
定
し
て
い
た
も
の
が
変
更
さ
れ
た
の
か
、
再
利
用
さ
れ
て
慈
尊
院
側
の
百
六
十
八
町
石
及
び

百
七
十
町
石
と
し
て
現
存
し
て
い
る
。

【
廿
九
町
石
か
ら
三
十
二
町
石
】

⑤
外
四
供
養
菩
薩

廿
九
町
石

完
金
剛
焼
香
菩
薩　
　

三
十
町
石

喝
金
剛
華
菩
薩　
　

三
十
一
町
石
透
金
剛
燈
菩
薩　

〇
三
十
二
町
石

活
（

銀
）
金
剛
塗
菩
薩

・　

金
剛
界
曼
荼
羅
の
成
身
会
な
ど
で
は
、
十
六
大
菩
薩
及
び
内
四
供
養
菩
薩
の
外
側
に
外
四
供
養
菩
薩
が
東
南
・
西
南
・
西
北
・
東
北
（
曼
荼
羅
図

上
の
左
下
方
か
ら
時
計
回
り
。
）
の
順
に
続
く
。
廿
九
町
石
か
ら
三
十
一
町
石
ま
で
の
三
基
の
町
石
が
鎌
倉
期
の
造
立
当
初
の
も
の
。
な
お
、
前
述
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の
大
正
三
年
に
大
乗
院
松
橋
慈
照
師
か
ら
金
剛
峯
寺
あ
て
に
出
さ
れ
た
高
野
山
町
石
梵
字
の
訂
正
願
い
の
中
で
「
三
十
二
町
石 

銀
な
る
べ
き
と
こ

ろ

活
と
な
っ
て
い
る
。
右
訂
正
願
い
た
い
。
」
と
あ
る
よ
う
に
、
再
建
さ
れ
た
三
十
二
町
石
の

活
に
つ
い
て
は
、
金
剛
塗
菩
薩
と
す
れ
ば
教
義
上
種

子
及
び
種
子
曼
荼
羅
等
か
ら

銀
な
ど
に
再
検
討
を
要
す
る
と
考
え
る
。

【
卅
三
町
石
か
ら
三
十
六
町
石
】

⑥
四
摂
菩
薩

〇
卅
三
町
石

玖
金
剛
鉤
菩
薩　
　

三
十
四
町
石

轄
金
剛
索
菩
薩　
　

三
十
五
町
石

脂
金
剛
鎖
菩
薩　
　

三
十
六
町
石
逃
金
剛
鈴
菩
薩

・　

金
剛
界
曼
荼
羅
の
成
身
会
な
ど
で
、
十
六
大
菩
薩
及
び
内
四
供
養
菩
薩
の
外
側
に
四
摂
菩
薩
が
東
・
南
・
西
・
北
（
曼
荼
羅
図
上
の
下
方
か
ら
時

計
回
り
。
）
の
順
に
続
く
。
卅
三
町
石
は
天
正
十
八
年
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
三
十
四
町
石
か
ら
三
十
六
町
石
ま
で
の
三
基
の
町
石
が
鎌
倉

期
の
造
立
当
初
の
も
の
。
な
お
、
三
十
六
町
石
は
弘
法
大
師
御
廟
玉
垣
内
に
あ
る
た
め
に
立
ち
入
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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※数字は町石の町数 ( 中央の大日如来は、町石が存在しないため０としている。）
①五仏：０～４　②四波羅蜜菩薩：５～８　
③十六大菩薩：( 東 )９～ 12　（南）13～ 16　（西）17～ 20　（北）21～ 24　
④内供養菩薩：25～ 28　⑤外供養菩薩：29～ 32　⑥四摂菩薩：33～ 36
数字のない〇は、三十七尊以外の四大神及び外金剛部院・二十天

①

南 北

西

東

⑨
⑩⑪
⑫

金剛界曼荼羅（成身会）の三十七尊と奥之院側町石種子の対応図表

㉖

㉕
②
⑮
⑬⑯
⑭

③
⑳
⑲⑱
⑰

④
㉒
㉔㉑
㉓

⓪
⑦
⑧⑥
⑤

㉚

㉗

㉘

34

㉙

㉛

36

32

35

33

○
○ ○

○○
○

○ ○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○
○ ○ ○

○ ○ ○
○

○

○

○

○○

【図表１】
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３　

慈
尊
院
側
町
石
道
の
町
石

高
野
山
壇
上
伽
藍
か
ら
山
麓
の
慈
尊
院
ま
で
に
百
八
十
基
の
町
石
が
一
町
（
約
一
〇
九
ｍ
）
間
隔
で
立
ち
並
ぶ
。
壇
上
伽
藍
中
門
の
西
側
に
慈
尊
院

側
一
町
石
が
あ
り
、
慈
尊
院
か
ら
丹
生
官
省
符
神
社
へ
の
階
段
途
中
に
あ
る
百
八
十
町
石
ま
で
が
大
悲
胎
蔵
生
曼
荼
羅
（
以
下
、
単
に
「
胎
蔵
曼
荼
羅
」

と
い
う
。
）
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

現
図
系
の
胎
蔵
曼
荼
羅
は
、
大
日
如
来
を
は
じ
め
と
し
た
中
台
八
葉
院
、
遍
智
院
、
蓮
華
部
院
、
金
剛
手
院
、
持
明
院
、
釈
迦
院
、
文
殊
院
、
除
蓋

障
院
、
虚
空
蔵
院
、
蘇
悉
地
院
、
地
蔵
院
、
最
外
院
で
構
成
さ
れ
る
（
図
表
２
参
照
）
。
慈
尊
院
側
の
各
町
石
に
刻
ま
れ
た
種
子
に
つ
い
て
は
、
先
述

の
よ
う
に
種
子
曼
荼
羅
等
か
ら
諸
仏
諸
尊
名
を
あ
て
は
め
る
と
次
の
と
お
り
に
な
る
と
推
測
す
る
。

な
お
、
再
建
さ
れ
た
町
石
に
誤
っ
た
種
子
が
刻
ま
れ
て
再
検
討
を
要
す
る
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
種
子
に
続
け
て
種
子
曼
荼
羅
等
か
ら
推
測
し

た
種
子
の
一
例
を
（　

）
内
に
記
載
し
て
い
る
。
ま
た
、
諸
仏
諸
尊
名
に
つ
い
て
他
に
考
え
ら
れ
る
諸
仏
諸
尊
名
が
あ
る
場
合
は
、
続
い
て
（　

）
内

に
記
載
し
て
い
る
。
（
各
町
石
に
続
き
、
刻
ま
れ
て
い
る
種
子
、
再
検
討
し
た
種
子
が
あ
れ
ば
そ
の
一
例
、
各
種
子
か
ら
当
て
は
め
た
諸
仏
諸
尊
名
、

他
に
考
え
ら
れ
る
諸
仏
諸
尊
名
が
あ
れ
ば
そ
の
一
例
の
順
と
な
り
、
若
干
の
説
明
を
加
え
て
い
る
。
）
五
輪
塔
形
卒
都
婆
（
地
輪
、
水
輪
、
火
輪
、
風
輪
、

空
輪
）
の
地
輪
部
（
町
数
・
種
子
な
ど
が
刻
ま
れ
た
部
分
。
）
が
江
戸
時
代
以
前
に
再
建
さ
れ
た
も
の
に
は
〇
、
大
正
・
昭
和
・
平
成
に
再
建
さ
れ
た

も
の
に
は
●
を
付
し
て
い
る
。

【
一
町
石
か
ら
八
町
石
】

①　

中
台
八
葉
院

〇
一
町
石

乾
宝
幢
如
来　

〇
二
町
石

侃
開
敷
華
如
来　
　

〇
三
町
石

姦
無
量
寿
如
来　

〇
四
町
石

乾
（

完
）
天
鼓
雷
音
如
来

●
五
町
石

姦
普
賢
菩
薩　

〇
六
町
石

乾
文
殊
師
利
菩
薩　
　

七
町
石

榊
観
自
在
菩
薩　
　

八
町
石

崎
弥
勒
菩
薩

・　

胎
蔵
曼
荼
羅
の
中
央
に
描
か
れ
る
大
日
如
来
を
囲
む
如
来
・
菩
薩
の
内
で
、
ま
ず
四
如
来
が
東
・
南
・
西
・
北
（
曼
荼
羅
図
上
の
上
方
か
ら
時
計
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回
り
。
）
、
四
菩
薩
が
東
南
・
西
南
・
西
北
・
東
北
（
曼
荼
羅
図
上
の
右
上
方
か
ら
時
計
回
り
。
）
の
順
に
続
く
。
一
町
石
か
ら
六
町
石
ま
で
の
六
基

の
町
石
が
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
七
町
石
及
び
八
町
石
の
二
基
の
町
石
が
鎌
倉
期
造
立
当
初
の
も
の
。
四
町
石
の

乾
に
つ
い
て
は
、
天
鼓
雷

音
如
来
と
す
れ
ば
教
義
上
種
子
及
び
種
子
曼
荼
羅
等
か
ら

完
な
ど
に
再
検
討
を
要
す
る
と
考
え
る
。
な
お
、
中
台
八
葉
院
を
構
成
す
る
一
町
石
か

ら
八
町
石
に
加
え
て
大
日
如
来
の
種
子
を
刻
ん
だ
町
石
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

【
九
町
石
か
ら
十
三
町
石
】

➁
遍
智
院

九
町
石

姦
一
切
如
来
智
印　
　
　
　
　

十
町
石

規
仏
眼
仏
母　

●
十
一
町
石

姦
（

榊
）
七
俱
胝
仏
母　
　

十
二
町
石

紀
大
勇
猛
菩
薩

十
三
町
石
典
大
安
楽
不
空
真
実
金
剛

・　

胎
蔵
曼
荼
羅
図
上
で
中
台
八
葉
院
の
東
（
上
）
方
に
描
か
れ
る
遍
智
院
の
横
一
列
は
、
中
央
の
一
切
如
来
智
印
か
ら
北
（
左
）
方
向
の
後
、
中
央

か
ら
南
（
右
）
方
向
の
順
に
続
く
。
大
正
二
年
に
再
建
さ
れ
た
十
一
町
石
を
除
く
四
基
の
町
石
が
鎌
倉
期
の
造
立
当
初
の
も
の
で
あ
る
が
、
再
建
さ

れ
た
十
一
町
石
の

姦
に
つ
い
て
は
、
七
俱
胝
仏
母
と
す
れ
ば
教
義
上
種
子
及
び
種
子
曼
荼
羅
等
か
ら

榊
な
ど
に
再
検
討
を
要
す
る
と
考
え
る
。

（
註
）
町
石
種
子
の
配
列
及
び
仏
尊
名
に
つ
い
て
は
、
首
懸
駄
都
種
子
曼
荼
羅
厨
子
（
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
・
額
安
寺
伝
来 

一
三
八
七
年
）
、
両
界
種
子
曼
荼
羅
（
比
叡
山
滋

賀
院
南
北
朝
時
代
）
、
染
川
英
輔 

小
峰
弥
彦 

小
山
典
勇 

高
橋
尚
夫　

廣
澤
隆
之
『
曼
荼
羅
図
展
』
（
大
法
輪
閣 

一
九
九
三
年
）
な
ど
に
よ
る
。

【
十
四
町
石
か
ら
三
十
四
町
石
】

③
蓮
華
部
院

十
四
町
石

舎
聖
観
自
在
菩
薩	

十
五
町
石

頃
多
羅
菩
薩	
　

十
六
町
石

似
大
明
白
身
菩
薩	

十
七
町
石

夙
馬
頭
観
音
菩
薩

十
八
町
石
轟
毘
俱
胝
菩
薩	

十
九
町
石

術
大
勢
至
菩
薩	

　

二
十
町
石

似
蓮
華
部
発
生
菩
薩	

廿
一
町
石

似
寂
留
明
菩
薩

●
廿
二
町
石
舮
（

似
）
大
吉
祥
明
菩
薩	

廿
三
町
石

似
大
吉
祥
大
明
菩
薩	

●
廿
四
町
石

活
如
意
輪
菩
薩	

廿
五
町
石

紙
耶
輸
陀
羅
菩
薩
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廿
六
町
石

似
率
覩
波
大
吉
祥
菩
薩	

廿
七
町
石

皮
大
随
求
菩
薩	

　

廿
八
町
石

懇
白
処
観
自
在
菩
薩	

廿
九
町
石

似
大
吉
祥
変
菩
薩

三
十
町
石

似
水
吉
祥
菩
薩	

三
十
一
町
石

姿
不
空
羂
索
菩
薩	

　

三
十
二
町
石

似
豊
財
菩
薩	

三
十
三
町
石
似
白
身
観
自
在
菩
薩

三
十
四
町
石 

似
被
葉
衣
菩
薩

・　

胎
蔵
曼
荼
羅
図
上
で
中
台
八
葉
院
の
北
（
左
）
方
に
描
か
れ
る
蓮
華
部
院
の
縦
三
列
で
は
、
南
（
右
）
側
の
縦
列
中
央
の
聖
観
自
在
菩
薩
か
ら
西

（
下
）
方
向
、
中
央
か
ら
東
（
上
）
方
向
の
順
に
続
き
、
中
央
縦
列
、
北
（
左
）
縦
列
の
順
で
、
と
も
に
西
（
下
）
か
ら
東
（
上
）
方
向
へ
と
続
く
。

大
正
二
年
に
再
建
さ
れ
た
二
十
二
町
石
、
二
十
四
町
石
を
除
く
十
九
基
の
町
石
が
鎌
倉
期
の
造
立
当
初
の
も
の
あ
る
、
再
建
さ
れ
た
二
十
二
町
石
の

舮
に
つ
い
て
は
、
大
吉
祥
明
菩
薩
と
す
れ
ば
教
義
上
種
子
及
び
種
子
曼
荼
羅
等
か
ら

似
な
ど
に
再
検
討
を
要
す
る
と
考
え
る
。

【
三
十
五
町
石
か
ら
五
十
五
町
石
】

④
金
剛
手
院

三
十
五
町
石

沙
金
剛
薩
埵
菩
薩	

三
十
六
町
石

簸
金
剛
手
持
金
剛
菩
薩　

三
十
七
町
石
埜
金
剛
鉤
女
菩
薩　

三
十
八
町
石

沙
発
生
金
剛
部
菩
薩

三
十
九
町
石

栢
持
金
剛
鋒
菩
薩	

四
十
町
石

栢
金
剛
拳
菩
薩	

　

四
十
一
町
石

釦
忿
怒
月
黶
菩
薩　

四
十
二
町
石
轄
虚
空
無
垢
持
金
剛
菩
薩

四
十
三
町
石

轄
金
剛
牢
持
菩
薩	

●
四
十
四
町
石

轄
忿
怒
持
金
剛
菩
薩　

四
十
五
町
石

轄
虚
空
無
辺
超
越
菩
薩	

四
十
六
町
石

轄
金
剛
鏁
菩
薩

四
十
七
町
石

轄
金
剛
持
菩
薩	

　

四
十
八
町
石

轄
持
金
剛
利
菩
薩	

　

四
十
九
町
石

起
金
剛
輪
持
菩
薩	

五
十
町
石

轄
金
剛
説
菩
薩

五
十
一
町
石

轄
択
悦
持
金
剛
菩
薩　

五
十
二
町
石

轄
金
剛
牙
菩
薩	

●
五
十
三
町
石

轄
離
戯
論
金
剛
菩
薩	

五
十
四
町
石

轄
持
妙
金
剛
菩
薩

五
十
五
町
石

轄
大
輪
金
剛
菩
薩

・　

胎
蔵
曼
荼
羅
図
上
で
中
台
八
葉
院
の
南
（
右
）
方
に
描
か
れ
る
金
剛
手
院
の
縦
三
列
で
は
、
北
（
左
）
側
の
縦
列
中
央
の
金
剛
薩
埵
菩
薩
か
ら
東

（
上
）
方
向
、
中
央
か
ら
西
（
下
）
方
向
の
順
に
続
き
、
中
央
縦
列
、
南
（
右
）
縦
列
の
順
で
、
と
も
に
東
（
上
）
か
ら
西
（
下
）
方
向
へ
と
続
く
。

大
正
二
年
及
び
昭
和
三
十
五
年
に
再
建
さ
れ
た
四
十
四
町
石
及
び
五
十
三
町
石
を
除
く
十
九
基
の
町
石
が
鎌
倉
期
の
造
立
当
初
の
も
の
。
四
十
一
町

石
及
び
四
十
二
町
石
は
、
裏
面
に
二
十
一
町
及
び
二
十
四
町
並
び
に
種
子

禁
、

脂
な
ど
が
刻
ま
れ
、
町
数
や
種
子
か
ら
判
断
す
る
と
鎌
倉
期
の
造
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立
当
初
は
奥
之
院
側
金
剛
界
の
町
石
と
な
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
四
十
九
町
石
の
金
剛
輪
持
菩
薩
の
種
子
に
つ
い
て
は
、
痘

と
す
る
種
子
曼
荼
羅
等
が
多
く
み
ら
れ
る
。

【
五
十
六
町
石
か
ら
六
十
町
石
】

⑤
持
明
院

五
十
六
町
石

褐
不
動
明
王　

五
十
七
町
石

栢
降
三
世
明
王　

五
十
八
町
石

鰹
般
若
波
羅
蜜
菩
薩　

五
十
九
町
石

活
大
威
徳
明
王

六
十
町
石

述
勝
三
世
明
王

・　

胎
蔵
曼
荼
羅
図
上
で
中
台
八
葉
院
の
西
（
下
）
方
に
描
か
れ
る
持
明
院
の
横
一
列
は
、
南
（
右
）
の
不
動
明
王
か
ら
北
（
左
）
方
向
へ
と
続
く
。

五
十
六
町
石
か
ら
六
十
町
石
ま
で
の
五
基
す
べ
て
の
町
石
が
鎌
倉
期
の
造
立
当
初
の
も
の
。

【
六
十
一
町
石
か
ら
九
十
四
町
石
】

⑥
釈
迦
院

六
十
一
町
石

試
釈
迦
牟
尼
仏	

　

六
十
二
町
石

紀
一
切
如
来
宝	

●
六
十
三
町
石

雌（
沙
轄
糊
）
如
来
毫
相	　

六
十
四
町
石
泥
大
転
輪
仏
頂

六
十
五
町
石
摘
光
聚
仏
頂	

　

六
十
六
町
石

轄
無
量
声
仏
頂	

　

六
十
七
町
石

紀
如
来
悲	

　

六
十
八
町
石

蚕
如
来
愍

六
十
九
町
石

伺
如
来
慈	

●
七
十
町
石

瑳
如
来
爍
乞
底	
　

七
十
一
町
石

雌
栴
檀
香
辟
支
仏	

●
七
十
二
町
石
周（
雌
）多
摩
羅
香
辟
支
仏

七
十
三
町
石

周
大
目
犍
連	

　

七
十
四
町
石

周
須
菩
提　
　
　
　

七
十
五
町
石

周
迦
葉
波　
　
　
　
　
　
　

七
十
六
町
石

周
舎
利
弗

七
十
七
町
石

咲
如
来
喜
、	

　

七
十
八
町
石

降
如
来
捨　
　
　
　

七
十
九
町
石

肢
白
傘
蓋
仏
頂　
　
　
　
　

八
十
町
石

視
勝
仏
頂

八
十
一
町
石

裁
最
勝
仏
頂
転
輪	　

八
十
二
町
石
泥
高
仏
頂　
　
　
　

八
十
三
町
石
的
摧
砕
仏
頂　
　
　
　
　
　

八
十
四
町
石

菊
如
来
舌

八
十
五
町
石

叉
如
来
語	

　

八
十
六
町
石

坤
如
来
牙　
　
　
　

八
十
七
町
石

雌
輪
輻
辟
支
仏　
　
　
　
　

八
十
八
町
石 

雌
宝
輻
辟
支
仏

八
十
九
町
石

周
拘
絺
羅	

　

九
十
町
石

周
阿
難　
　
　
　
　
　

九
十
一
町
石

周
迦
旃
延　
　
　
　
　
　
　

九
十
二
町
石

周
有
波
利
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九
十
三
町
石

鰹
智
拘
絺
羅	

　

九
十
四
町
石

広
供
養
雲
海

・　

胎
蔵
曼
荼
羅
図
上
で
遍
智
院
の
東
（
上
）
方
に
描
か
れ
る
釈
迦
院
の
横
二
列
は
、
中
央
の
釈
迦
牟
尼
仏
か
ら
北
（
左
）
側
の
横
列
は
、
西
（
下
）
側
、

東
（
上
）
側
の
順
で
そ
れ
ぞ
れ
中
央
か
ら
北
（
左
）
方
向
へ
と
続
く
。
ま
た
、
中
央
の
釈
迦
牟
尼
仏
か
ら
南
（
右
）
側
の
横
列
に
つ
い
て
も
、
西
（
下
）

側
、
東
（
上
）
側
の
順
で
そ
れ
ぞ
れ
中
央
か
ら
南
（
右
）
方
向
へ
と
続
く
。
大
正
二
年
に
再
建
さ
れ
た
六
十
三
町
石
、
七
十
町
石
及
び
七
十
二
町
石

を
除
く
三
十
一
基
の
町
石
が
、
鎌
倉
期
の
造
立
当
初
の
も
の
で
あ
る
が
、
再
建
さ
れ
た
六
十
三
町
石
の

雌
に
つ
い
て
は
如
来
毫
相
と
す
れ
ば
教
義

上
種
子
及
び
種
子
曼
荼
羅
等
か
ら

沙
、

轄
又
は

糊
な
ど
に
、
七
十
二
町
石
の

周
に
つ
い
て
は
多
摩
羅
香
辟
支
仏
と
す
れ
ば

雌
な
ど
に
再
検
討
を
要

す
る
と
考
え
る
。
な
お
、
六
十
二
町
石
の
一
切
如
来
宝
の
種
子
に
つ
い
て
は

糊
と
す
る
種
子
曼
荼
羅
等
が
多
く
み
ら
れ
る
。

【
九
十
五
町
石
か
ら
百
七
町
石
】

⑦
文
殊
院

九
十
五
町
石

糸
文
殊
師
利
菩
薩　
　

九
十
六
町
石

近
光
網
菩
薩　
　

九
十
七
町
石

紀
宝
冠
菩
薩　
　

九
十
八
町
石

扉
無
垢
光
菩
薩

九
十
九
町
石

起
月
光
菩
薩　
　
　
　

百
町
石

糸
妙
音
菩
薩　
　
　
　

百
一
町
石

効
瞳
母
櫓　
　
　
　

百
二
町
石

犠
髻
設
尼

百
三
町
石

檎
鄔
波
髻
設
尼　
　
　
　

百
四
町
石

宰
質
怛
羅　
　
　
　

百
五
町
石

汐
地
慧
恵　
　
　
　

百
六
町
石

乾
鉤
召
使
者

百
七
町
石

犠
鉤
召
使
者
眷
属

・　

胎
蔵
曼
荼
羅
図
上
で
釈
迦
院
の
東
（
上
）
方
に
描
か
れ
る
文
殊
院
の
横
一
列
は
、
中
央
の
文
殊
師
利
菩
薩
か
ら
北
（
左
）
方
向
へ
と
続
い
た
後
、

中
央
か
ら
南
（
右
）
方
向
へ
と
続
く
。
九
十
五
町
石
か
ら
百
七
町
石
ま
で
の
十
三
基
す
べ
て
の
町
石
が
鎌
倉
期
の
造
立
当
初
の
も
の
。

【
百
八
町
石
か
ら
百
十
六
町
石
】

⑧
除
蓋
障
院

百
八
町
石

乾
賢
護
菩
薩	

百
九
町
石

差
施
無
畏
菩
薩	

百
十
町
石

棡
破
悪
趣
菩
薩	

百
十
一
町
石

紙
悲
愍
菩
薩
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百
十
二
町
石

間
不
思
議
恵
菩
薩
（
除
蓋
障
菩
薩
）	

百
十
三
町
石

紙
悲
愍
慧
菩
薩	

百
十
四
町
石

諺
慈
発
生
菩
薩	

百
十
五
町
石

冠
折
諸
熱
悩
菩
薩

百
十
六
町
石

紀
日
光
菩
薩
（
不
思
議
恵
菩
薩
）

・　

胎
蔵
曼
荼
羅
図
上
で
金
剛
手
院
の
南
（
右
）
方
に
描
か
れ
る
除
蓋
障
院
の
縦
一
列
は
、
中
央
よ
り
東
（
上
）
側
の
賢
護
菩
薩
か
ら
東
（
上
）
方
向
、

中
央
の
不
思
議
恵
菩
薩
（
除
蓋
障
菩
薩
）
か
ら
西
（
下
）
方
向
に
続
く
。
百
八
町
石
か
ら
百
十
六
町
石
ま
で
の
九
基
す
べ
て
の
町
石
が
鎌
倉
期
の
造

立
当
初
の
も
の
。
除
蓋
障
院
で
は
、
除
蓋
障
菩
薩
が
主
尊
と
し
て
位
置
す
る
は
ず
で
あ
る
が
、
現
図
曼
荼
羅
で
の
主
尊
は
不
思
議
恵
菩
薩
で
あ
る
。

不
思
議
恵
菩
薩
が
除
蓋
障
菩
薩
で
あ
る
と
の
説
が
あ
る
一
方
で
、
除
蓋
障
菩
薩
は
⑪
地
蔵
院
に
位
置
し
て
い
る
。
な
お
、
地
蔵
院
の
除
蓋
障
菩
薩
を

日
光
菩
薩
と
す
る
説
も
あ
る
が
確
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
百
八
町
石
の
賢
護
菩
薩
に
つ
い
て
は
、
曼
陀
羅
の
配
列
か
ら
尊
名
を
推
測
し
た
も
の
で

あ
り
、
種
子
に
つ
い
て
は

栽
又
は

恨
な
ど
と
す
る
種
子
曼
荼
羅
等
が
み
ら
れ
、

乾
と
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
確
認
し
て
い
な
い
。

【
百
十
七
町
石
か
ら
百
卅
八
町
石
】

⑨
虚
空
蔵
院

●
百
十
七
町
石

看
虚
空
蔵
菩
薩	

●
百
十
八
町
石

胡
檀
波
羅
蜜	

　

百
十
九
町
石
菜
戒
波
羅
蜜　
　

百
二
十
町
石
宿
忍
辱
波
羅
蜜

　

百
廿
一
町
石

細
精
進
波
羅
蜜	

　

百
廿
二
町
石

賎
禅
波
羅
蜜	

　

百
廿
三
町
石
皮
般
若
波
羅
蜜　

百
廿
四
町
石
間
方
便
波
羅
蜜

　

百
廿
五
町
石

皮
願
波
羅
蜜	

　

百
廿
六
町
石

玖
力
波
羅
蜜	

　

百
廿
七
町
石
鰹
智
波
羅
蜜　

百
廿
八
町
石
紀
共
発
意
転
輪
菩
薩

　

百
廿
九
町
石

規
生
念
処
菩
薩	

　

百
三
十
町
石

似
忿
怒
鉤
観
自
在
菩
薩	

●
百
三
十
一
町
石

肢
（

似
瑚
）
不
空
鉤
観
自
在
菩
薩

　

百
三
十
二
町
石

似
千
手
千
眼
観
自
在
菩
薩　

百
三
十
三
町
石

夙
無
垢
逝
菩
薩	

　

百
三
十
四
町
石

轄
蘇
婆
胡
菩
薩

　

百
三
十
五
町
石

似
金
剛
針
菩
薩	

　

百
三
十
六
町
石

菊
蘇
悉
地
羯
羅
菩
薩	

●
百
三
十
七
町
石

祉
（

轄
）
曼
荼
羅
菩
薩

●
百
卅
八
町
石
萄
（

竃
）
一
百
八
臂
金
剛
蔵
王
菩
薩

・　

胎
蔵
曼
荼
羅
図
上
で
持
明
院
の
西
（
下
）
方
に
描
か
れ
る
虚
空
蔵
院
の
横
二
列
は
、
東
（
上
）
側
の
横
列
で
は
中
央
の
虚
空
蔵
菩
薩
か
ら
北
（
左
）
方
向
、

中
央
か
ら
南
（
右
）
方
向
の
順
、
ま
た
、
西
（
下
）
側
の
横
列
に
つ
い
て
も
、
中
央
か
ら
北
（
左
）
方
向
、
中
央
か
ら
南
（
右
）
方
向
の
順
で
続
く
。
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大
正
二
年
に
再
建
さ
れ
た
百
十
七
町
石
、
百
十
八
町
石
、
百
三
十
一
町
石
、
百
三
十
七
町
石
及
び
百
卅
八
町
石
を
除
く
十
七
基
の
町
石
が
鎌
倉
期
の

造
立
当
初
の
も
の
で
あ
る
が
、
再
建
さ
れ
た
百
三
十
一
町
石
の

肢
に
つ
い
て
は
不
空
鉤
観
自
在
菩
薩
と
す
れ
ば
教
義
上
種
子
及
び
種
子
曼
荼
羅
等

か
ら

似
又
は

瑚
な
ど
に
、
百
三
十
七
町
石
の

祉
に
つ
い
て
は
曼
荼
羅
菩
薩
と
す
れ
ば

轄
な
ど
に
、
百
三
十
八
町
石
の
萄
に
つ
い
て
は
一
百
八
臂
金

剛
蔵
王
菩
薩
と
す
れ
ば

竃
な
ど
に
再
検
討
を
要
す
る
と
考
え
る
。

【
百
三
十
九
町
石
か
ら
百
四
十
六
町
石
】

⑩
蘇
悉
地
院

百
三
十
九
町
石

喝
不
空
供
養
宝
菩
薩　
　

●
百
四
十
町
石

嵯
孔
雀
王
母
菩
薩　
　

百
四
十
一
町
石

勧
一
髻
羅
刹

●
百
四
十
二
町
石

似
十
一
面
観
自
在
菩
薩　
　

百
四
十
三
町
石
埜
不
空
金
剛　
　
　

百
四
十
四
町
石

轄
金
剛
軍
荼
利
菩
薩

百
四
十
五
町
石

竃
金
剛
将
菩
薩　
　
　
　
　

百
四
十
六
町
石

轄
金
剛
明
王

・　

胎
蔵
曼
荼
羅
図
上
で
虚
空
蔵
院
の
西
（
下
）
方
に
描
か
れ
る
蘇
悉
地
院
の
横
一
列
は
、
中
央
の
不
空
供
養
宝
菩
薩
か
ら
北
（
左
）
方
向
、
中
央
か

ら
南
（
右
）
方
向
の
順
で
続
く
。
大
正
二
年
に
再
建
さ
れ
た
百
四
十
町
石
及
び
百
四
十
二
町
石
を
除
く
六
基
の
町
石
が
鎌
倉
期
の
造
立
当
初
の
も
の
。

【
百
四
十
七
町
石
か
ら
百
五
十
五
町
石
】

⑪
地
蔵
院

百
四
十
七
町
石

冠
地
蔵
菩
薩	

百
四
十
八
町
石

獅
宝
手
菩
薩	

●
百
四
十
九
町
石

芹
持
地
菩
薩	

●
百
五
十
町
石

堅
固
深
心
菩
薩

百
五
十
一
町
石

汗
除
蓋
障
菩
薩
（
日
光
菩
薩
）	

百
五
十
二
町
石

恨
宝
光
菩
薩	
　

百
五
十
三
町
石

獅
宝
印
手
菩
薩

●
百
五
十
四
町
石

起
（

完
紀
）
不
空
見
菩
薩	

百
五
十
五
町
石

紀
除
一
切
憂
冥
菩
薩

・　

胎
蔵
曼
荼
羅
図
上
で
蓮
華
部
院
の
北
（
左
）
方
に
描
か
れ
る
地
蔵
院
の
縦
一
列
は
、
中
央
の
地
蔵
菩
薩
か
ら
西
（
下
）
方
向
、
中
央
か
ら
東
（
上
）

方
向
の
順
に
続
く
。
大
正
二
年
に
再
建
さ
れ
た
百
四
十
九
町
石
、
百
五
十
町
石
及
び
百
五
十
四
町
石
を
除
く
六
基
の
町
石
が
鎌
倉
期
の
造
立
当
初
の
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も
の
で
あ
る
が
、
再
建
さ
れ
た
百
五
十
四
町
石
の

起
に
つ
い
て
は
不
空
見
菩
薩
と
す
れ
ば
教
義
上
種
子
及
び
種
子
曼
荼
羅
等
か
ら

完
又
は

紀
な
ど

に
再
検
討
を
要
す
る
と
考
え
る
。
除
蓋
障
院
の
主
尊
に
あ
る
は
ず
の
除
蓋
障
菩
薩
が
地
蔵
院
に
位
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
⑧
除
蓋
障
院
に
お
い

て
も
述
べ
た
が
、
地
蔵
院
の
除
蓋
障
菩
薩
を
日
光
菩
薩
と
す
る
説
が
あ
る
と
と
も
に
、
除
蓋
障
院
の
日
光
菩
薩
を
除
蓋
障
菩
薩
と
す
る
説
が
あ
る
が

確
定
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

４　

最
外
院
の
構
成

最
外
院
は
、
胎
蔵
曼
荼
羅
の
図
上
で
は
最
外
周
に
位
置
し
、
各
方
位
を
護
持
す
る
八
方
天
（
東
・
北 

帝
釈
天
、
南 

焔
魔
天
、
西 

水
天
、
北 

毘
沙
門
天
、

北
東 

伊
舎
那
天
、
南
東 

火
天
、
南
西 

羅
刹
、
北
西 

風
天
）
に
四
方
天
（
下
方 

地
天
、
上
方 

梵
天
、
日
天
、
月
天
）
を
加
え
た
十
二
天
、
四
天
王

（
東 

持
国
天
、
南 

増
長
天
、
西 

広
目
天
、
北 

毘
沙
門
天
）
、
星
神
（
十
二
宮
、
二
十
八
宿
、
九
曜
）
、
八
部
衆
（
天
衆
、
龍
衆
、
夜
叉
衆
、
乾
闥
婆
衆
、

阿
修
羅
衆
、
迦
楼
羅
衆
、
緊
那
羅
衆
、
摩
睺
羅
伽
衆
）
及
び
眷
属
な
ど
の
二
百
余
り
の
諸
尊
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

曼
荼
羅
図
上
の
最
外
周
の
四
方
（
四
辺
）
で
は
、
東
（
上
）
、
南
（
右
）
、
西
（
下
）
、
北
（
左
）
に
前
述
の
諸
尊
が
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
に

門
が
構
え
ら
れ
て
い
る
（
以
下
「
四
門
」
と
総
称
す
る
。
）
。
四
門
で
は
、
守
門
天
及
び
守
門
天
女
が
東
門
を
守
衛
し
、
南
門
を
難
陀
龍
王
、
烏
波
難
陀

龍
王
及
び
阿
修
羅
王
が
守
護
す
る
。
ま
た
、
西
門
を
難
陀
龍
王
、
跋
難
陀
龍
王
、
対
面
天
及
び
難
波
天
が
、
北
門
を
難
陀
龍
王
、
烏
波
難
陀
龍
王
、
倶

肥
羅
天
及
び
倶
肥
羅
天
女
が
守
護
す
る
。
曼
荼
羅
図
上
の
四
門
の
両
側
に
は
、
東
門
に
帝
釈
天
と
持
国
天
、
南
門
に
焔
魔
天
と
増
長
天
、
西
門
に
水
天

と
広
目
天
、
北
門
に
毘
沙
門
天
と
帝
釈
天
が
描
か
れ
、
八
方
天
の
う
ち
の
東
、
南
、
西
、
北
を
守
護
す
る
四
天
が
四
天
王
と
対
に
な
っ
て
四
門
そ
れ
ぞ

れ
を
守
護
し
て
い
る
。
な
お
、
帝
釈
天
が
東
門
に
加
え
て
、
毘
沙
門
天
と
と
も
に
北
門
に
つ
い
て
も
護
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
栂
尾
祥
雲
『
曼
荼

羅
の
研
究
』
（
高
野
山
大
学
出
版
部
、
一
九
二
七
年
）
に
詳
し
い
。

百
五
十
六
町
石
か
ら
百
八
十
町
石
ま
で
に
刻
ま
れ
た
諸
尊
の
種
子
に
つ
い
て
は
、
種
子
曼
荼
羅
等
に
あ
る
最
外
院
二
百
余
り
の
諸
尊
か
ら
二
十
五
尊

の
種
子
を
選
ぶ
こ
と
と
な
る
。
町
石
と
諸
仏
諸
尊
の
数
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
れ
ま
で
の
中
台
八
葉
院
を
は
じ
め
と
し
た
十
一
院
と
比
べ
て
、
最
外
院
の
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町
石
の
諸
尊
名
に
つ
い
て
は
、
配
列
な
ど
か
ら
推
測
し
難
く
不
明
な
も
の
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
最
外
院
の
諸
尊
に
つ
い
て
は
、
そ
の
方
位
や
配
列

な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
前
述
の
十
二
天
、
四
天
王
、
星
神
、
八
部
衆
及
び
眷
属
な
ど
の
種
子
か
ら
諸
尊
名
を
推
測
し
得
た
も
の
の
一
例
を
掲
載
す
る
こ

と
と
し
、
不
明
な
も
の
は
、
「
諸
天
・
眷
属
等
」
と
記
載
す
る
。

【
百
五
十
六
町
石
か
ら
百
八
十
町
石
】

⑫
最
外
院

●
百
五
十
六
町
石

埼
伊
舎
那
天　
　
　

百
五
十
七
町
石

嵯
諸
天
・
眷
属
等　

百
五
十
八
町
石

屍
諸
天
・
眷
属
等　

百
五
十
九
町
石

乾
日
天

百
六
十
町
石
紅
持
国
天　
　
　
　
　

百
六
十
一
町
石

采
諸
天
・
眷
属
等　

百
六
十
二
町
石

副
梵
天　
　
　
　
　

百
六
十
三
町
石

乾
火
天

百
六
十
四
町
石

叉
諸
天
・
眷
属
等　

百
六
十
五
町
石

塞
増
長
天　
　
　
　

百
六
十
六
町
石

誇
諸
天
・
眷
属
等　

百
六
十
七
町
石

桓
諸
天
・
眷
属
等

百
六
十
八
町
石

叉
諸
天
・
眷
属
等　

百
六
十
九
町
石

埼
羅
刹　
　
　
　
　

百
七
十
町
石

乾
諸
天
・
眷
属
等　
　

百
七
十
一
町
石

栽
広
目
天

百
七
十
二
町
石

沙
水
天　
　
　
　
　

百
七
十
三
町
石

起
月
天　
　
　
　
　

百
七
十
四
町
石

催
風
天　
　
　
　
　

百
七
十
五
町
石

屍
諸
天
・
眷
属
等

百
七
十
六
町
石

埼
諸
天
・
眷
属
等　

百
七
十
七
町
石

史
毘
沙
門
天　
　
　

百
七
十
八
町
石

寒
帝
釈
天　
　
　
　

百
七
十
九
町
石

屍
諸
天
・
眷
属
等

百
八
十
町
石

史
諸
天
・
眷
属
等

・　

百
五
十
六
町
石
か
ら
百
八
十
町
石
ま
で
に
は
、
曼
荼
羅
図
上
で
の
最
外
院
二
百
余
り
の
諸
尊
か
ら
主
要
な
二
十
五
尊
が
選
択
さ
れ
、
東
（
上
）
、

南
（
右
）
、
西
（
下
）
、
北
（
左
）
の
順
に
主
に
続
く
と
考
え
る
。
大
正
二
年
に
再
建
さ
れ
た
百
五
十
六
町
石
を
除
く
二
十
四
基
の
町
石
が
鎌
倉
期
の

造
立
当
初
の
も
の
。
百
六
十
一
町
石
、
百
六
十
六
町
石
、
百
六
十
八
町
石
、
百
七
十
町
石
及
び
百
七
十
一
町
石
に
は
、
裏
面
に
種
子
と
町
数
が
そ
れ

ぞ
れ
に
、

完
四
町
二
十
町
、

紫 

二
十
町
、
逃 

廿
五
町
、
縄
廿
六
町
及
び

夙
廿
二
町
な
ど
と
刻
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
各
種
子
か
ら
判
断
す

る
と
当
初
は
奥
之
院
側
金
剛
界
の
町
石
と
な
る
予
定
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

大
正
二
年
に
再
建
さ
れ
た
百
五
十
六
町
石
に
刻
ま
れ
た
種
子

埼
が
鎌
倉
期
造
立
当
初
に
刻
ま
れ
た
種
子
と
変
わ
り
が
な
い
と
す
れ
ば
、
八
方
天

の
一
尊
で
北
東
を
守
護
す
る
伊
舎
那
天
を
あ
ら
わ
す
種
子
が

埼
又
は

冠
な
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
百
五
十
六
町
石
か
ら
百
八
十
町
石
ま
で
に
刻
ま
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れ
た
最
外
院
主
要
二
十
五
尊
の
種
子
は
、
曼
荼
羅
図
上
の
北
東
（
左
上
）
か
ら
始
ま
り
、
時
計
周
り
に
東
（
上
）
、
南
東
（
右
上
）
、
南
（
右
）
、
南

西
（
右
下
）
、
西
（
下
）
、
北
西
（
左
下
）
、
北
（
左
）
の
順
で
主
に
続
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
北
東
（
左
上
）
百
五
十
六
町
石

埼
伊
舎
那
天
、
東
（
上
）
百
六
十
町
石
紅
持
国
天
、
南
東
（
右
上
）
百
六
十
三
町
石

乾
火
天
、
南
（
右
）
百
六
十
五
町
石

塞
増
長
天
、
南
西
（
右

下
）
百
六
十
九
町
石

埼
羅
刹
、
西
（
下
）
百
七
十
一
町
石

栽
広
目
天
、
百
七
十
二
町
石

沙
水
天
、
北
西
（
左
下
）
百
七
十
四
町
石

催
風
天
、
北
（
左
）

百
七
十
七
町
石

史
毘
沙
門
天
、
百
七
十
八
町
石

寒
帝
釈
天
の
順
で
八
方
天
と
四
天
王
が
続
く
と
考
え
る
が
、
八
方
天
の
中
で
帝
釈
天
及
び
焔
魔
天

の
町
石
の
位
置
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

十
二
天
の
う
ち
八
方
天
以
外
の
四
方
天
に
つ
い
て
、
曼
荼
羅
図
上
で
東
（
上
）
に
描
か
れ
る
上
方
守
護
の
日
天
及
び
梵
天
が
、
百
五
十
九
町
石

乾
及
び
百
六
十
二
町
石

副
に
、
曼
荼
羅
図
上
の
西
（
下
）
に
描
か
れ
る
上
方
守
護
の
月
天
が
百
七
十
三
町
石

起
に
あ
る
と
考
え
る
が
、
曼
荼
羅
図

上
の
東
（
上
）
に
描
か
れ
る
下
方
守
護
の
地
天
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

以
上
、
曼
荼
羅
図
上
の
最
外
院
で
各
方
位
を
守
護
す
る
諸
尊
の
種
子
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
町
石
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
曼
陀
羅
図
上

で
各
方
位
を
守
護
す
る
諸
尊
の
間
に
散
在
す
る
八
部
衆
、
星
神
の
九
曜
・
二
十
八
宿
・
十
二
宮
及
び
眷
属
な
ど
か
ら
十
一
の
諸
尊
が
選
択
さ
れ
て
、

町
石
に
各
種
子
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

曼
荼
羅
図
上
の
四
門
両
側
に
位
置
す
る
諸
尊
の
中
で
、
東
門
に
あ
た
る
町
石
の
並
び
位
置
に
は
、
持
国
天
だ
け
で
あ
り
、
帝
釈
天
が
選
ば
れ
て
い

な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
帝
釈
天
が
北
門
の
守
護
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
重
複
を
避
け
た
と
考
え
る
。
ま
た
、
同
様
に
南
門
に
あ
た
る
町
石
の

並
び
位
置
に
は
、
増
長
天
だ
け
で
あ
り
、
焔
魔
天
が
選
ば
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
南
門
を
守
護
す
る
焔
魔
天
を
町
石
道
起
点
（
終
点
）

の
百
八
十
町
石
に
起
用
す
る
た
め
だ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。
た
だ
し
、
⑫
最
外
院
欄
の
中
で
百
八
十
町
石

史
に
つ
い
て
は
不
明
と
し
て
諸
尊
（
諸
天
・

眷
属
等
）
と
記
載
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
百
八
十
町
石
に
刻
ま
れ
た
種
子

史
に
つ
い
て
は
、
毘
沙
門
天
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
最
外
院
の
諸
尊
の
配
列
か
ら
、

北
門
の
両
側
の
位
置
に
百
七
十
八
町
石
の
帝
釈
天

寒
と
百
七
十
七
町
石
の
毘
沙
門
天

史
が
並
ん
で
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然
と
考
え
る
。

こ
こ
で
、
な
ぜ
町
石
道
起
点
（
終
点
）
の
百
八
十
町
石
が
焔
魔
天

史
で
あ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
イ
ン
ド
の
神
で
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
焔
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魔
天
は
中
国
で
閻
魔
大
王
と
な
る
。
町
石
造
立
時
期
と
重
な
る
鎌
倉
時
代
以
降
に
彫
像
・
図
像
と
も
に
各
地
で
数
多
く
製
作
さ
れ
た
忿
怒
の
形
相
の

閻
魔
大
王
こ
そ
が
高
野
山
へ
の
登
山
口
（
関
門
）
の
守
護
に
ふ
さ
わ
し
い
と
の
考
え
か
ら
登
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
推
測
で
き
る
か
も
し
れ

な
い
。

百
五
十
六
町
石
か
ら
百
八
十
町
石
ま
で
の
町
石
に
は
、
十
二
天
の
中
で
八
方
（
四
方
・
四
維
）
の
守
護
（
帝
釈
天
、
焔
魔
天
、
水
天
、
毘
沙
門
天
・

伊
舎
那
天
、
火
天
、
羅
刹
、
風
天
）
及
び
上
方
の
守
護
（
梵
天
、
日
天
、
月
天
）
に
あ
た
る
種
子
が
刻
ま
れ
て
い
る
と
推
測
す
る
が
、
下
方
の
守
護

で
あ
る
地
天
（
堅
牢
地
神
）
の
種
子
綱
が
含
ま
れ
て
い
な
い
。
種
子
曼
荼
羅
等
や
配
列
か
ら
す
れ
ば
、
百
五
十
八
町
石
の
種
子

屍
又
は
百
五
十
九

町
石
の
種
子 

乾
に
あ
た
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
不
明
と
し
た
い
。

最
外
院
で
は
、
百
五
十
七
町
石 

嵯
、
百
五
十
八
町
石 

屍
、
百
六
十
一
町
石 

采
、
百
六
十
四
町
石 

叉
、
百
六
十
六
町
石 

誇
、
百
六
十
七
町
石 

桓
、
百
六
十
八
町
石 

叉
、
百
七
十
町
石 

乾
、
百
七
十
五
町
石 

屍
、
百
七
十
六
町
石 

埼
及
び
百
七
十
九
町
石 

屍
に
つ
い
て
も
種
子
曼
荼
羅
等
や

配
列
か
ら
諸
尊
名
の
推
測
を
試
み
た
が
、
各
方
位
を
守
護
す
る
十
二
天
や
四
天
王
ほ
ど
二
百
余
り
の
諸
尊
か
ら
選
択
さ
れ
た
理
由
に
乏
し
く
、
し
た

が
っ
て
本
稿
で
は
不
明
と
し
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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①中台八葉院

東門

西門

南
門

北
門

１ ５

21

18 39

86

35

62 79
49

60

42

61

０

９　12

70

102

133

108

139

112

96

152

123
128

143

118

147

163156

174 169

95

117

※数字は町石の町数 ( 中央の大日如来は、町石が存在しないため０と
している。）であり、矢印方向に数字が大きくなる。
　最外院（最外周）二百余尊から選ばれている二十五尊（156 ～ 180）
については、四天王、又は十二天の種子が刻まれていると推測する町
石の町数を表記している。なお、矢印方向と前後しているものがある。
　

②遍智院

⑤持明院

⑥釈迦院

14

⑦文殊院

⑩蘇悉地院

④
金
剛
手
院

③
蓮
華
部
院

⑧
除
蓋
障
院

⑪
地
蔵
院

⑫最外院

⑨虚空蔵院

胎蔵曼荼羅（四百余尊）と慈尊院側町石種子（百八十尊）の対応図表

８
４

11 13

17

20

28

2734 38

41 48 5556

78
69 85

94

101 107

111

116

122 127
138132

142 146151

154

160

165

171 172

177

178

159 162

173

【図表 2】
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５　

大
日
如
来
の
種
子
を
刻
ん
だ
町
石
に
つ
い
て

高
野
山
町
石
二
百
十
六
基
の
各
種
子
が
本
稿
で
記
載
し
た
と
お
り
で
あ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
金
剛
界
曼
荼
羅
及
び
胎
蔵
曼
荼
羅
の
中
心
に

描
か
れ
て
い
る
大
日
如
来
を
あ
ら
わ
し
た
種
子
（
胎
蔵 

汗
漢
、
金
剛
界 

脂
滑
な
ど
）
を
刻
ん
だ
町
石
が
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
と
な
る
。

そ
の
こ
と
に
関
連
す
る
が
、
高
野
山
壇
上
伽
藍
近
く
に
あ
る
慈
尊
院
側
の
胎
蔵
曼
荼
羅
、
奥
之
院
側
の
金
剛
界
曼
荼
羅
の
各
一
町
石
自
体
が
高
野
山

町
石
道
の
起
点
（
終
点
）
で
は
な
く
、
起
点
（
終
点
）
は
そ
の
お
よ
そ
一
町
（
約
一
〇
九
ｍ
）
ほ
ど
先
（
手
前
）
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

高
野
山
町
石
道
の
起
点
（
終
点
）
が
中
門
、
金
堂
、
壇
上
伽
藍
な
ど
諸
説
あ
る
が
、
慈
尊
院
側
・
奥
之
院
側
両
一
町
石
の
さ
ら
に
一
町
（
約
一
〇
九

ｍ
）
ほ
ど
先
（
手
前
）
に
存
在
す
る
も
の
を
考
え
て
み
れ
ば
よ
い
。

そ
れ
は
慈
尊
院
が
い
わ
ゆ
る
「
発
心
門
」
と
さ
れ
、
慈
尊
院
側
の
胎
蔵
曼
荼
羅
を
あ
ら
わ
す
町
石
百
八
十
基
が
そ
れ
ぞ
れ
大
日
如
来
の
分
身
で
あ
る

諸
仏
諸
尊
で
あ
り
、
胎
蔵
曼
荼
羅
の
図
上
外
側
か
ら
中
心
の
大
日
如
来
に
向
け
て
修
行
を
重
ね
て
い
く
「
向
上
門
」
と
す
る
な
ら
ば
、
百
八
十
町
石
か

ら
修
行
を
重
ね
て
た
ど
り
着
く
先
は
一
町
石
で
は
な
く
、
胎
蔵
曼
荼
羅
の
図
上
中
心
に
あ
る
大
日
如
来
を
本
尊
と
す
る
根
本
大
塔
で
あ
る
。
つ
ま
り
根

本
大
塔
そ
の
も
の
が
五
輪
卒
都
婆
形
を
し
た
巨
大
な
町
石
に
例
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
一
町
石
の
先
（
手
前
）
に
あ
る
の
が
「
０
町
石
」
（
起
点
・
終
点
）

で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
大
日
如
来
の
種
子
を
刻
ん
だ
町
石
が
慈
尊
院
側
胎
蔵
曼
荼
羅
の
町
石
百
八
十
基
の
中
に
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
理
解
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

ま
た
、
慈
尊
院
が
い
わ
ゆ
る
「
発
心
門
」
で
あ
れ
ば
、
壇
上
伽
藍
は
「
等
覚
門
」
で
あ
っ
て
、
「
発
心
門
」
か
ら
修
行
の
結
果
、
「
等
覚
門
」
で
悟
り

に
近
づ
く
。
そ
し
て
、
そ
こ
か
ら
奥
之
院
御
廟
に
向
か
う
と
す
れ
ば
、
そ
の
始
ま
り
は
根
本
大
塔
の
す
ぐ
東
側
に
あ
る
奥
之
院
側
の
一
町
石
で
は
な
く
、

西
に
お
よ
そ
一
町
（
約
一
〇
九
ｍ
）
手
前
（
先
）
に
あ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
す
な
わ
ち
金
剛
界
曼
荼
羅
の
図
上
中
心
に
あ
る
大
日
如
来
を
本
尊
と

す
る
西
塔
で
あ
る
と
考
え
る
。
換
言
す
れ
ば
、
壇
上
伽
藍
西
端
に
建
つ
西
塔
も
ま
た
五
輪
卒
都
婆
形
を
し
た
巨
大
な
町
石
に
例
え
ら
れ
る
な
ら
ば
、
一

町
石
の
手
前
に
あ
る
の
が
「
０
町
石
」
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
大
日
如
来
の
種
子
を
刻
ん
だ
町
石
が
奥
之
院
側
の
金
剛
界
曼
荼
羅
の
町
石
三
十
六
基

の
中
に
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
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お
わ
り
に

高
野
山
町
石
に
刻
ま
れ
た
各
種
子
の
諸
仏
諸
尊
名
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
期
造
立
当
初
の
記
録
が
残
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究

な
ど
に
も
諸
説
が
あ
り
、
全
て
を
解
明
で
き
た
と
は
言
い
難
い
。
特
に
胎
蔵
曼
荼
羅
の
最
外
院
に
つ
い
て
は
二
百
余
り
の
諸
尊
か
ら
主
要
な
二
十
五
尊

の
選
択
を
私
に
試
み
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
見
解
等
と
違
う
点
が
あ
り
異
論
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
当
論
考
に
対
し
て
ご
意
見
や
ご
指
導
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
、
今
後
、
さ
ら
な
る
調
査
研
究
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
高
野
山
町
石
の
全
容
が
解
明
さ
れ
る
日
が
来
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

附
記

町
石
に
刻
ま
れ
た
梵
字
の
書
体
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
期
当
初
の
筆
者
が
小
川
信
範
、
安
永
期
再
建
時
の
筆
者
が
前
法
務
寛
深
、
大
正
期
再
建
時
が
成

蓮
院
上
綱
宮
野
宥
智
僧
正
な
ど
と
さ
れ
、
諸
流
派
が
あ
り
異
体
字
な
ど
も
あ
る
こ
と
か
ら
忠
実
に
再
現
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
梵
字
の
判

読
に
誤
り
が
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
基
本
は
諸
仏
諸
尊
の
種
子
を
あ
て
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
の
作
成
に
お
い
て
、
参
考
と
し
た
種
子
曼
荼
羅
（
図
）
等
の
諸
資
料
に
つ
い
て
和
歌
山
県
立
博
物
館
、
比
叡
山
延
暦
寺
国
宝
殿
、
高
野

山
霊
宝
館
な
ど
多
く
の
関
係
の
方
々
か
ら
ご
教
示
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
厚
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
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主
な
参
考
文
献
等

栂
尾
祥
雲
『
曼
荼
羅
の
研
究
』
（
高
野
山
大
学
出
版
部 

一
九
二
七
年
）

静
慈
圓
『
梵
字
悉
曇
』
（
朱
鷺
書
房 

一
九
九
七
年
）

宮
野
宥
智
監
修
『
梵
習
悉
曇
種
子
類
聚
全
』
原
本
沙
門
澄
禅
（
松
本
日
新
堂
本
店 

一
九
三
七
年
）

岩
田
教
順
『
改
訂　

句
義
入　

梵
文
真
言
鈔
』
（
中
山
書
房
仏
書
林	

二
〇
〇
五
年
）

越
智
淳
仁
『
図
説
・
マ
ン
ダ
ラ
の
基
礎
知
識
』
（
大
法
輪
閣 

二
〇
〇
五
年
）

染
川
英
輔 

小
峰
弥
彦 
小
山
典
勇 

高
橋
尚
夫 

廣
澤
隆
之
『
曼
荼
羅
図
展
』
（
大
法
輪
閣 

一
九
九
三
年
）

愛
甲
昇
寛
『
高
野
山
町
石
の
研
究
』
（
高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所 

一
九
七
三
年
）

木
下
浩
良
『
改
訂
版　

は
じ
め
て
の
「
高
野
山
町
石
道
」
入
門
』
（
セ
ル
バ
出
版 

二
〇
〇
九
年
）

橋
詰
弘
『
空
海
と
行
く
宇
宙
古
道
』
（
大
阪
書
籍 

二
〇
〇
二
年
）

中
原
慈
良
「
高
野
山
町
石
道
と
い
う
曼
荼
羅
」
『
密
教
学
会
報
』
（
高
野
山
大
学
密
教
学
会 

二
〇
一
七
年
）

松
山
健
『
世
界
遺
産
「
高
野
山
町
石
道
・
語
り
部
の
小
箱
」
』
（
西
岡
総
合
印
刷 

二
〇
〇
五
年
）

『
中
世
高
野
山
縁
起
集
』
真
福
寺
善
本
叢
刊
第
九
巻　

国
文
学
研
究
資
料
館
（
臨
川
書
店 

一
九
九
九
年
）
）

『
大
正
新
脩
大
藏
經
圖
像
』
（
大
正
新
脩
大
藏
經
刊
行
會 

一
九
三
三
年
）

高
野
山
円
通
寺
『
両
界
種
子
曼
荼
羅
図
』
鎌
倉
時
代

比
叡
山
滋
賀
院
『
両
界
種
子
曼
荼
羅
』
南
北
朝
時
代

『
首
懸
駄
都
種
子
曼
荼
羅
厨
子
』
（
奈
良
国
立
博
物
館
蔵
・
額
安
寺
伝
来 

一
三
八
七
年
）
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